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ヤマナカでは、自然環境や貴重な資源を利用
して営業活動を行っていることに対して真摯
に向き合い、持続可能な環境対策を行うべ
く、様々な取り組みを行っています。

2017年度はエネルギー使用原単位前年度比1.0％削減を目標に掲
げて取り組みましたが、前年度から1.0％の増加となりました。

リサイクル、非リサイクルを合わせた全廃棄物量は前年度比1.0％減
を目標に掲げて取り組みましたが、前年度から2.0％増加しました。

豊橋市バイオマス利活用センターが稼働した豊橋地区店舗をはじめ、食品リサイ
クル未実施店舗でのリサイクル開始により、食品リサイクル率が向上しました。

お客様のご協力のもと、レジ袋使用枚数は0.4％削減となりました。
レジ袋持参率は80.0％以上を目標としています。

RECYCLE

・ 野菜くず・・・・・・・・・・・・・・1,008t
・ 魚アラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・398t
・ 肉脂・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133t
・ 廃食用油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46t
・ ダンボール・雑古紙・・6,028t
・ 発泡スチロール・・・・・・・・159t

・ 電気・・・・・・87,782 千kWh
・ 水道・・・・348,267 m3

・ 都市ガス・・・・・・991 千m3

・ LPG・・・・・・・・・・・・111 t

・ CO₂排出量・・・・・・・・45,107 t-CO2
・ 廃棄物排出量・・・・・・・3,330 t

・ 紙容器 ••••••••••••••••••••••••15t
・ 紙包装 ••••••••••••••••••••••••••7t
・ ダンボール••••••••••••••••••••••3t

OUTPUT

INPUT
店廃棄物リサイクル量

社員の環境への貢献意識を高める 家庭ごみの減量に貢献する1
環境に優しい商品を積極的に販売する ヤマナカから出るごみの減量に努める2
環境に優しい資材・備品を購入する 省エネ設備を導入する3
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◉電気使用量およびCO2総排出量の推移 ◉全廃棄物量の推移

◉食品廃棄物発生量および食品リサイクル率の推移 ◉レジ袋使用枚数およびレジ袋持参率の推移
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2015年度
食品廃棄物発生量（ｔ） 食品リサイクル率（%）

2016年度

72.7 72.1
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2015年度
レジ袋使用枚数（万枚） レジ袋持参率（%）

2016年度

84.5 83.9 83.8

・ プラスチック容器 ・・・・・・・ 853t
・ プラスチック包装・・・・・・・ 186t

店舗全体の電気使用量の約6割を占める冷蔵・冷凍機設
備を、改装店を中心に順次更新し、冷却効率を高めて電
気使用量の削減に努めています。更
新された設備はコンプレッサーのイン
バーター制御、省エネタイプのファン
モーター装備、棚下照明のLED化な
どにより、従来品と比較して大幅に
消費電力を削減する事ができます。

店舗に納品される商品は、まず取引先様から東
海市にある物流センターへ集められ、仕分けされ
た後に各個店ごとに配送されます。商品や作業
を1ヵ所に集約することにより、配送効率の向上
や運行車両台数の集約、運行距離の短縮に努め
ています。また、センターからの商品配送の際に
は繰り返し利用できる専用の通箱を使用し、ダン
ボール使用量の削減にも取り組んでいます。

限りある資源を有効活用するために、ヤマナカでは省エネルギー活動に積極的に取り組んできました。

店舗天井照明を、従来型の照明機器からより長寿命・高
効率なLED照明へと交換しています。また、天井照明だ
けでなく、冷蔵オー
プンケースの棚下照
明のLED化も同時
に進めています。

外気の影響を受けに
くい、扉付きの内蔵
ショーケースを導入
することにより、消
費電力の軽減を図っ
ています。

2014年より、業務
使用車のエコカーへ
の変更を順次行って
います。2018年3
月現在までに、合計
64台のエコカーを
導入しました。

行政からの認定

2017年度

45,107
87,782

11,324

2017年度

2017年度

82.2

1,929 976

2017年度

ヤマナカでは、2012年に「あい
ちCO2削減マニフェスト2020」
に環境保全に対する取り組みを宣
言して以降、宣言内容に沿って地
道に取り組んできました。2015
年度にはその取り組み実績が認
められ、トリプルスターに認定され
ました。トリプルスターは愛知県内
でも23社（2018年6月時点）し
か認定されていない、あいちCO2
削減マニフェスト2020の最高ラ
ンクです。 
また、ヤマナカの名古屋市内の全
店舗は名古屋市より優良エコ事業
所の認定を受けています。 
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◆ヤマナカ環境方針

◆環境データ

◆設備面での省エネ

◆事業活動における環境負荷

◆配送による省エネ

■ 省エネルギーの取り組み

冷蔵・冷凍機器設備の更新 店舗照明のLED化

冷却効率の良い冷凍ショーケースの導入 社有車をエコカーに
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店舗での電気使用量はリアルタイムで監視され、使用量
が目標上限デマンド値を超える場合には、各従業員があ
らかじめ決めておいた電気機器や照明の電源を落とす
などの節電対策を実施します。また、日常的に無駄な電
気を使わないよう教育を実施しています。

ヤマナカでは行政の呼びかけで実施され
ている取り組みに参加し、お客様とともに
環境活動を実施しています。
ライトダウンキャンペーンにおきましては、
夏至の日と七夕の日に独立広告塔の消灯
を行いました。また、豊橋市の一部店舗で
はお客様がご家庭でエアコンを使用され
る代わりに店舗で快適に過ごせるよう、
クールシェアスポットおよびウォームシェア
スポットの提供を続けています。またヤマ
ナカでは5月1日より10月31日をクール
ビズ実施期間とし、ノーネクタイで業務を
実施しています。

印刷にかかるコストが一目でわかるようポスターを作成し、コピー機の近くに掲示すること
で、コストに対する意識を向上しています。また毎月の印刷代を集計して増減を検証したり、
本社においてはコピー用紙の持出し数量を部署ごとに記録することで、削減活動をより効
果的なものになるよう、努めています。

閉店後、冷蔵および冷凍の
オープンケースにはナイトカ
バーの使用を徹底していま
す。冷気が漏れることによる
品質の低下や使用電力の増
加を防いでいます。

冷蔵・冷凍ケースに商品を過
剰に積むと、冷蔵・冷凍効率
が下がり電気の無駄遣いにつ
ながります。適正な陳列量を
守ることにより、効率的な温
度管理を図っています。

ライトダウンの実施 クールビズの実施

調理の際に発生する野菜くずや魚のアラ、牛肉・豚肉の脂、廃食用油などは、有用な資源と
して肥料や飼料、油脂としてリサイクルされています。当社でも食品廃棄物の有効利用に積
極的に取り組んでおり、2017年度は食品廃棄物のうち82.2％をリサイクルしました。
当社では「おかえりやさいプロジェクト」の事業者メンバーとして、堆肥の原料となる野菜
くずの分別と、その堆肥を使って生産されたブロッコリーの販売を行っています。また、「お
かえりやさいプロジェクト」主催のリサイクルループを巡るツアーでは、参加者の方にヤマ
ナカのバックヤードやおかえりやさいの売場を見学いただいています。また「生ごみ出さないプロジェクト」にも参加し、
家庭から排出される食品廃棄物を減らすために、販売者としてできることを市民の皆様とともに考え、活動しています。

ヤマナカでは3R（Reduce：発生抑制、Reuse：再使用、Recycle：再資源化）に基づき、
地球環境保全に取り組んでいます。

ヤマナカでは、お客様に必要
な量だけお買い求めいただ
けるようばら売り販売を推
進し、容器使用量の削減や
食品ロスの削減に努めてい
ます。

※衣類の回収は2017年6月30日で終了

一部店舗では鶏肉をトレー
を使わない袋売り形態で販
売しています。包装資材の
使用の減少や、お客様が持
ち帰る際にかさばらないな
どの効果が期待できます。

家庭から出るペットボトル・アルミ缶・新聞紙・衣類などの資源ごみを回収す
るリサイクルステーションを、一部店舗において設置しています。グラッチェ
カードのポイントに交換できるエコポイントを導入することで、地域のリサイク
ル活動と地球環境保全活動を推進します。

アルテ津新町、新中島フランテ館、松原店、滝ノ水店、白土フランテ館、一宮フランテ館、神守店、三郷店、味美店、共栄店、
知多店、陽なたの丘店、東海店、高横須賀店、西尾寄住店、西尾下町店、豊橋フランテ館、二川店、汐田フランテ館

2017年度リサイクルステーション回収実績

リサイクルステーション設置店舗（2018年3月時点）

ペットボトル

アルミ缶

143,769kg

43,477kg

1,439,062kg

21,483kg

古　紙

古　着
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◆従業員による省エネ 

ライトダウン、クール・ウォームシェアスポット活動への参加 

紙使用量の削減

デマンドコントロール 

ナイトカバーの使用 ロードラインの遵守 

ノントレー包装の使用 ばら売り販売の実施

リサイクルステーション

■ 廃棄物削減・リサイクルの取り組み

◆食品リサイクル

◆お客様とともに実施するリサイクル活動
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